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自我像の二面性と対象関係との関連について
-TATを用いたその予備的研究一
広瀬 隆 ・氏原 寛
On the Relations between the Twoぢidednessof the Ego-image 
and the Object-relations 
一-APreliminary Study by means of T AT -
TAKASHI HIROSE and HIROSHI UJlHARA 
I.問 題
自我像 Cego-image)Ir.関する測定論的な研究はζ乙
で挙げるまでもなく数多く行われてきている。自我 ・自
己lζ関する概念は立場亡とに多様な悶い方をしており ，
理論的に整理するにはー稿を要するであろう。自己概念、
・自己意識 ・自己像等，犠々な用語をあてて行われてき
た測定論的研究は，個人が自分自身を客体として眺めた
ときの評価あるいはイメ ージを捉えようとしたものであ
る。広瀬1)では，北村2)1ζ従い，認知し行動する主体と
しての自分を自我，客体として認識可能な自分を自己と
した。ユング派では，意識を司る中心を自我とし，意識・
無意識をも含めた人絡の中心を自己と考えている。以後，
ユング派でいう自己との混乱を避けるために，個人の身
体的及び精神的な特徴を主体としての自我がイメージと
して捉えた像を「自我像JCego-image)として論を進め
るととにする。
乙乙で，主体としての自我 ・客体と しての自我像との
関係を図示してみよう。図 11ζ示した矢印は自我の自我
像K対する作用を示している。自我は自殺像を認識し，
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図1 不変性の感覚
何らかの評価を与え，かっ一貫した像を保とうとするの
である。自我が自我像を自らと同定できるとき，つまり
主体としての自我が自我像iζ対して「汝乙そは我なりJ
と感じ られるとき.Erikson. E. H. 3) 用語κなら
い乙の感覚を自我同一性の 「不変性の感覚J(a sence of 
sameness)と呼んでおく乙とにする。
一方，自我同一性のもう一方の側面である連続性を問
題にするには，図 21ζ示したように時間柏を組み入れる
必要がある。乙乙でいう 「連続性の感覚J(a sence of 
continuity)とは，過去の自我像と現在の自我像及び将
来予測される自我像とを自我が連続したものとして体験
する感覚をさしている。乙の2つの側面から自我問一性
の感覚を捉えようとするのが筆者の立場である。乙れは
Eriksonが提唱した自我同一性の中の l側面を強調し
たものであり，言うまでもなく Eriksonの概念、そのも
のを再定義したものではない。
上述の立場は自我と自我像を意識を構成する要素と し，
その2つの要素の関係を自我同一性として捉えようとし
たものである。乙の観点でも意識 ・無意識の力動性を前
提としており ，自我が外界や無意識からどの様な影響を
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図2 連続性の感覚
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受けるかによって，自我と自我像との関係も揺らぎ，自 している。 ζの10名についてTATの検討を行った。 T
我像は固定性と可塑性という両極にたたされる乙とにな AT については，各カードごとに被験者それぞれについ
る。 て検討し，最後に一般的傾向を帰納的に推論していく乙
自我像については上のように考え，乙 ζでは自我像が とにする。
対象関係とどのような関係にあるかという ζとについて
の予備的研究を行う乙とにする。乙乙でいう対象関係と 表1
は.広瀬4)で‘も触れたような小此木5)のいう「内的対象
論」と基本的iとは一致している。つまり，内的な表象と
して保存されている他者像の取入れや修正，自我像と他
者像の相互の作用をさしている。しかし，とれに留まら
ず，表象の中lζはユンクP派のSpiegelmann，.M.6)がい
うようiζ，元型的な素材が組み込まれる可能性もあり，
乙うした意味で， ζζでいう対象関係も外的 ・内的両側
面の紫材が介入する乙とを前提としている。
対象関係について役影法を用いて捉えようとする試み
ま，ロールシャ yハテス卜では米国を中心に数多くなさ
れており， (OiJえばPruitt，W. A. & Spilka， B.， 
昔)Urist， [1.)，また日本では馬場 による研究がある。
一方， TATは作成者のMurray自身が欲求一圧力とい
うエネルギー論的な発想に立っているため，対人関係を
捉えるのに有効なテストでありながら，自我像ー他者像
の関係よりもむしろ，被験者の欲求や防衛機制といった
点IC力点が置かれる乙とになった。 本研究では， TAT 
1::表わされた像を内的対象論の立場から捉え，自我像と
他者像との関係について検討する。
今回はTATの事例を挙げ自我像のPositive• Neg 
atlve両側面と対象関係との関係について検討し.実証
的研究をも含めた今後の研究のための仮説構築を行う乙
とを目的とする。
2.方法
男女大学生55名(男14名 ・女41名)を対象として， T
SPS-l (桑原IOkよる)， T A T (Murray版一2，
3BM，5)の順IC講義時聞を利用して施行した。 TA
Tについては，各自に原図のコピーが行き渡るようにし，
B6大の白紙に物語を自由記述するように求めた。
TATの検討を行う前K，TSPS-Uを基IC:以下の
ような手続きでTATの分析対象とする被験者を他出し
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た。まず，Tsps-nの結果より，広瀬の手順にし
たがい， AV群・ PD群 'ND群 ・CR群の各群に相当
する被験者を抜き出した。次に，その中からS+(P-N) 
の結果がo，5S. D.分以上得点、が上下1::隔たっている
者のみを選び出した。その結果他出された被験者の各ス
コア等を表 1のようにまとめておいた。表中d，の印は
平均値より o，5S. D.分以上得点が上下にある ζとを示
( 2 ) 
S (P.N) NO SEX S+ (め S+ (N) S+ 
H 436 15 F 282 ^  239 O 521 ^  
AV m. -6 ， 36 F 219 ^  225 ^  4:39 ^  
」一 9 ， 45 M 232 O 2236 4536 
7ーf 50 F 2356 242 ^  475 O 
PD IlJ H 58^ 7 F 2246 165 ， 389 
-76 ， 9 M 172 ， 2ωA 422 ^  
NDltf. L -8' 32 F 198 ， 20前A 404 
.29 ， 53 F 186 ， 217f1 403 
CR Ilf H 44 ^  5 F 185 ， 141 ， 326 ， 
L .2 O 34 F 163f 163f 326 ， 
3. TATの結果及び検討
2カード
Marray， H.は，とのカードを作成する際に，背景と
なっている農村風景の絵に左前長の都会風の女性を組み
入れた。坪内j2~では.乙の図版の図と地の関係iζ注目し，
必要な部分と他の部分を関係づけ，想像力を用いて lつ
のテー?に収数させていく能力に注目している。
13) 
Jung派の自我形成論IC立てば，氏原 のように.乙の
都会一農村という差異性iζ着目し，その相反性を自我と
無意識との関係として読む乙とができるであろう。青年
14) 期にあっては， von Franz， M. L~~'Iの い うように無意
識の作用を克服しながら自我形成を行っていくという自
立が lつのテー 7 となるであろう。 ζ うした路線K従っ
て以下の事例を検討する乙とにしょう。
S+ (P-N)日
① NO 15 
A V群
陽子は農村のどく普通の家庭lζ生まれ育ったが，幼少
よりピアノにおいて才能を発揮し，苦しい家計の中で奨
学金をもらいながら都会の音楽大学K進む乙とICなる。
父は皐くに亡くし，兄と母が家計の往であったが，もう
若くない母K心苦しい思いをしながらも「お母さんごめ
んなさし、。陽子は立派なピアニストになります。Jと心
K誓う。
検討.農村と郎会との対比が導入され，主人公の陽子が
都会に向けて出立つする乙とがテー7 となっている。乙
広瀬他:自我像の二面性と対象関係との関連 -191-
の反応では，農村での生活に苦しみながらも兄と母が家
計の住となって陽子を支えており，自我形成のための2基
盤が好意的なものである乙とが感じとれる。そとにピア
ノの才能という伺性が加わり都会に旅立つ乙とになるわ
けであり。そ乙1:は，個としての自分に対する臼信も感
じとれる。特iζ興味深い点は，陽子も家族も肯定的なも
のとして悩かれながら，離れる必然性が生じ，後ろめた
さを感じながらも旅立つと ζろである。 2基本的lζ肯定的
な背景をもちつつ倒を佐立するために離れていくという
乙の人の傾向性についてアナロジカルに読めば， Neuma 
nn， E.のし、う ego-self車帥i思い浮かべられ， egoもself
も PositiveIL捉え，かつ自立性を指向する ζの人の機
子が窮える。
S十 (P-N) L 
① N036 
午後5時頃，学校から帰ってきた女性が不作のJ!!湯を
見て「乙れから私の農場はどうなっていくんだろう」と
思い悩んで-いると乙ろ。
検討:乙の反応では.学校から帰ってきた女性の不作の
段綴1:対する悩みが示されている。女性が出て行く先か
ら帰る ζとから，自立的な方向性をもちながらも，未だそ
の時ではなく退行傾向をもっζの人の様子が感じ取れる。
② N045 
彼女は今まで l度も労働というものをした乙とがなかっ
た。彼!;{は木ILもたれかかっている l人の婦人を見た。
しかし，彼女の日があまりに正気がなく，まるで死んで
いるような自であったので，彼女はその場から早く立ち
去りたい気になっていた。
検討:今まで一度も労働をした乙とが江いというのは，
社会の中で機能していけるという自信を欠いた自我像を
示している。背景の女性iζ対する気持ち悪さは，無怠識
的なグレイト 7ザーの役影が感じ取れ，それから逃れる
形で出立が示されると乙ろに乙の反応、の特徴がある。
③ NO 50 
ζれから新しい村作りを始めるのだが，交性2人の方
針が巡うので，なかなか思うように進まない。その内，
男性が動き始め，ようやく前進する兆しがみられる。
検討・新しい村作り1:自立的な指向性が窺われる。この
16) 
反応からは，河合のいうような原理としての父性・母
性が迎恕される。女性2人は母一娘関係での自立と依存
という 2つの指向性の葛臓を示すと考えられる。そ乙IL
切断し合理的に判断していくという父性原型が加味され
ると乙ろにζの人の自我形成への見通しが感じ取れる。
P 0 群
( 3 )
S+(P-N) H 
① N07 
大学からの帰り道，いつもとは途う道を通って帰って
みた。畑で男の人は一生懸命働いている。女の人はひと
休みしているみたし、。のどかな風景。私もたまにはのん
びりしてぼーっといろんなことを考えてみたいわ。今日
はちょっと速まわりやけど，散歩がてらゆっくり歩いて
帰ろう。天気もいいことやし。なんか小さい頃のこと想、
い出すわ一。よく野つばらでちょーちょ追いかけて滋ん
だな一。普の友達はみんな元気にしてるかな一。
検討:乙の反応では，主人公がのどかな凹闘を散歩し，
その風長K浸っている稼子が摘かれている。図と地の対
比はなく，自我が無意識の肯定的な側面の中で安住して
いる線子が示容れていると考えられよう。
S+(P-N) L 
① N09 
N 0 群
学問して，理屈の世界lζ憧れ努力してきて，その世界
では認められたが， i自分が人間で，人間とは生活する
ものだJとか「自分は女だったんだ」とかいう乙とを.Pfl
胞の世界 II:~ 、 るために忘れて心の世界に卸.めてしまって，
何か足りないと思っているのに，それが何か思いI:lせず
にいる活気のない女。お百姓さんが周りにいるが，彼女
の円には見えない人間である。これからも彼女は満たさ
れない生活をずっと送る。「た‘れか助けてくれ」って言
う乙ともできなし、。
倹討 男性である ζの人にとって，毘屈の世界への憧れ
は合即的 ・思考的傾向への偏重と読めるであろう。乙乙
では背景とのつながりがなく，満たされなさが示されて
いるのは，感情的な部分との接触が希薄である ζとを示
しているのであろう。青年期κさしかかり.思考K偏向
した自我のあり方iζ，感情的な要素をどう取り入れてい
くか，再検討を迫られていると考えられよう。
② NO 32 
後ろにいるのは夫，木の下にし、るには姑さんで，乙の
久・1生(知的女性といった感じ)は乙のJ:J.家IL嫁にきたの
だが，本などを読むのが好きで，家の中でそのような知
的な乙とに時閣を費やす乙とが多い。今から彼交は街H:
出かけようとしているが，手伝いもしないでととがめら
れていると乙ろ。そして，乙の後彼!;{Iま悩み，始さんと
の中が悪くなりつつも農業の仕事を手伝うようになる。
検討:農家と街という対比がある。知的な!J:.性は自立的
な指向性をもつが，それを阻止する姑が導入されており，
ζれは個性的な自我の形成を限む力を示すと考えられる。
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結末として，知的女性が農家の仕事を無理やり手伝う乙
とになるのは，集合的な力に自我が圧倒され，個性的・
自立的な指向性を奪われたと考えられる。
② NO 53 
近代的なビノレの正面ロビーに掛かっている大きな絵。
全体にセピア色が基調になっていて，アイボリーホワイ
トの壁とよく 7 ッチしている。乙の絵の前をたくさんの
若い人々が通り過ぎて行くが，誰も乙乙で足を止めたり
しないでエレベーターや自動ドアに向かっている。ただ
3人ぐらいの人がまちまちに乙の絵の前11::立っていて人
を待っている。左手の女性と似た女の人を絵と似ている
なと思ってふと目をとめるけど，忙しくそのヒツレの上の
害庖へと向かう人もいる。
検討 :乙の反応、もN09と同じく ，背景との接触を断っ
ているが，背景を絵としてしまったところに一層顕著な
17) 
傾向が読み取れる。坪内はこうした反応は離人傾向を
窺わせるとしているが，乙こでは絵の手前に人間の動き
が示されており，それが近代的なビルであることからす
ると，乙れもまた自我が非合理で統制lできない無意識的
側面との断裂を示し，ある種の実感のなさを示している
と考えられる。
S +CP-N) H 
① N05 
C R 群
夕暮れの中，少女は家iζ帰る途中，ふと立ち止まる。
そ乙には，夕日をあびてまだ農作業に精を出す農夫が見
える。側には， 一日の仕事を終えた彼の妻が木によりか
かり，満足げに夫の仕事ぶりを見つめている。
検討 :少女と良夫とその委がなんら関係のないままに羅
列的に配遣されている。対立する原理が介入せず，それ
なりに秩序ある場としてまとめられている乙とを特徴と
する。その反面，場面の展開は認められない。
S+CP-N) L 
① N034 
女の人が今まで自分をいじめてきた人を尻自に見て「今
にみていろ。みかえしてやる。Jと思って鼻で笑ってい
る。 ζの人はのちのちす ζー い乙とをやってのけて，いじ
めてきた人がこの人I[頭をさげfるようになる。
検討 :CR群でS十CP -N)Lというのは特異なスコ ア
パターンである。乙乙では，自我を脅かすものとしてい
じめが導入され，背景の人に対しての復讐がテーマとなっ
ている。 N05が自画像を収縮させる乙とによって安定
を保っているのに対して，乙の人の場合は自分自身や外
界に対して不信感をもち，やむを得ず身動きしないこと
C 4 )
によってやっとのζとで安定を保っているのかもしれな
3BMカード
乙のカー ドは本来男性用に作成されたものであるが，
Bellak， c~)坪内19￥も述べられているように ， 人物
や状況の暖昧さ放に投影を引き受けやすいカードであり，
筆者も男女ともにζのカードを施行する乙とにしている。
乙のカードでは，何らかの危機状況が設定される乙と
がほとんどである。乙乙では，どれほどの危機が導入さ
れているか，図中にない人物を導入しているか， また結
末はどうなるかといった点IL注目する ζとにする。
S+CP-N) H 
① NO 15 
A V群
あーあっ，足くじいちゃった。どうしても立てない。も
うすぐ火が困るわ。私はこ乙で誰にも知られずに死んで
しまうのね。若いっぱめと不倫していた乙とは永遠の秘
密だ、わ。たかしさん，さようなら。
検討:足をくじいて火が回るというのは，文脈の雰囲気
からわかるように， Positiveな側面lζ支えられている
との人の遊びであろう。危機としては，火が回り死亡と
いう深いもので‘あるが，遊び半分lζつばめとの不倫を導
入し，危機をスト ーリーに中で自我を脅かすものと しな
いで遊べる乙とに乙の人の反応の特徴がある。
S +CP-N) L 
① N036 
乙の女性か家で急![気分が悪くなって倒れていると ζろ。
乙乙で寝たら風邪をひくので，早く布団を敷いて寝よう
と思っていると乙ろ。
検討 気分が悪くなって倒れたという比較的深い危機で
あるのに，一人で解決しようとする乙の人は，危機状況
でも人![頼らずに自力で解決しようとする人なのだろう。
② N045 
彼女はサラ金lζ追われて首が回らなくなった。生活iζ疲
れてしまい，思わずベットの脇にへたりこんでしまった。
乙れから先のζとを考えると 彼女には余りにも重荷だっ
た。「思子を道連れに心中してしまおうJという考えが，
彼女の頭をよぎった。
検討:サラ金苦で大変な重荷を背負う女性が示されてい
る。そ乙で息子を道連れにしようとするあたりは否定的
20) とばかりはし、えない特徴である。河合の言葉を借りれ
は，極めて母性的な緊密性にあふれた日本的な関係が導
入されているといえる。
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③ NO 50 でも同じテーマが示されているので併せて考えてみよう。
子供が思うように動いてくれないので母親が悩んでいる. ③ NO 53 
その内ノイローゼになってしまう。 ソファーにかけて本を読んでいた少女が，コーヒーでも
検討.乙の被験者の反応では， 2カードでもそうであっ 入れようと立ち上がりかけて立ちくらみを起乙してへた
たように，母と母の愈に背く子供の葛藤が示されている。 り乙んだと乙ろ。しばらく頑がぐらぐらして気分が悪L、。
自我形成に向かうとき，その基盤からの離反が母をノイ じっとしていたら，頭の一点からしびれがとれる感覚が
ローゼにしてしまうという罪悪感が示されているのかも して，それがすごく心地よいのに，すぐにその一瞬は去っ
知れない。
S+CP-N) H 
① N07 
P D 群
夕方， (_'飯の支度をしなあかんけど，ねむたーて仕方が
ない。あーねむたい。あーねむたb、。ちょっとだけ，ちょ
っとだけねよ。数時間後彼女は目を党ました。あっ，ど
うしよう， ζんな時閉まで寝てしまった。まだ乙飯炊い
てもいない。急いで支度しなければ。
検討:眠いというだけでなんら危機と呼べるほどの状況
は示されていない。疲てまた起きるという話の展開は，
人間存在に本来つきものの死や病や苦悩といった暗い側
面を取捨したあり方を感じさせる。
S+CP-N) L 
① N09 
N D群
体は女でも「女jではない女。自分の頭の中で作った世
界を現実の世界にあてはめて，それが崩れたとき，自分
にひたってなく女。でも，彼女は.また頭の中で世界を
作って，チャンスがあれば現実をそれだと思い込む，ずっ
ととれの繰り返し。懲りないし，気付かなL、。本人は結
構楽しんでいる。
検討 .ζの被験者は， ζ乙でも自分の知る世界iζあきた
らず，他の実感のあふれる世界を希求する様を箔き出し
ている。図版の細部を検討せず，空想的t世界を図版にあ
2> てはめる傾向は，広瀬で上げた第 1の水準の分析から
2). 
すれば，Klopfer， B:のいう内向傾向が非:常lζ強く主
観的世界を通して外界を認知する傾向が強い人であると
考えられる。
@ N032 
ζの生徒は学校で貧血を起ζ し倒れている。俊業中に気
分が悪くなって(貧血久保健室へ向かう途中倒れてし
まった。乙のあと.i通りかかった先生IL付き添われて保
健室へ行く。
検討 からだの不調で倒れるという危機に続いて，付添
いの先生という好意的な人物を導入している。:-.1053
( 5 ) 
てしまい，筏念がってソファーにかけ直す。背もたれに
深くかけ，自を閉じてじっとしていたら，父親が帰って
きて部屋まで巡ぶので，乙の少女はあし、かわらずの心配
症iζ少しう っとおしく思いつつも.やっぱり繕しい。
検討 .肉体的危機に対してそれに即応する依存できる人
物を導入している。危機に際して人をあてにできる信頼
と同時に人への依存性を示していると考えられる。乙の
反応では父親の中にうっとうしさを感じている。とのζ
とは，自分の危機についての自己充足的なあり方と依存
的なあり方の両側性を示していると考えられよう。
S +CP-N) H 
① N05 
C R 群
昼下がりの窓辺で，ウツラウツラしている内fL，眠り乙
けてしまった母親。子供の声で眠りからさめる。
検討:P D群と同じく.自民りという場面が設定され危機
感はなし、。時聞が眠りの中でゆっくり展開する乙とが揃
けれるのみである。
S+CP-N) L 
① NO 34 
すっかり疲れきったので，ソファーによりかかって疲れ
をいやしている。でも，しばらくしと起き上がって，お
おあくびをすながら「さあがんばるヂlと気合いを入れ
る。
検討:疲れと眠りが入れ替わるだけで.基本的ILはNO
5と閉じ展開である。
5カード
23) Henry， W. E. は， r語り手の母親像を打診するの
に優れている」としているが.必ずしも母親像がみられ
るとは限らない。 ζζでは，図中の人物をどの篠な特質
をもった人物と見るか，そしてその人物にどの様な人物
像を対応させるかという点について検討してみよう。
S十 (P-N)H 
① NO 15 
A V 群
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「あなた，まだ起きていらっしゃるの。物音がしたよう S+CP-N) H 
だけれと、。Jとドアと開けて患を飲んだ。明りの向乙う ①N07 
IC::見えたのは，ピストノレを片手に血まみれで机にうつぶ とっても仲のよい夫婦がいました。 妻は夕食の準備がで
している夫の姿であった。大学教授の夫は研究Ic::熱心で， きたので夫を呼びにきました。「あなた一，晩ご飯でき
学会でも最近論文を発表したばかりであった。はたして たよー 。J委が夫の部屋をのぞいてみると，夫はロッキ
自殺か他殺か，乙乙でホームズ君の登場は明日のベイヤー ングチェアーにすわり気持ちよさそうに居眠りをしてい
スリー卜で，となる。 ました。「まあまあ，あなた，乙んなかっ ζ うで寝てい
検討:夫を気遣う妻とピストノレを片手に死んで、いる夫， たら風邪をひきますよJ妻が夫をやさしく起乙すと 「ふ
乙れだけを見れば強烈な攻撃性の展開とみられる。と乙 んつああ。いつのまにか寝てしまっていたのか。ん?乙
ろが，ホームズ君の登場』とみられるように，こうした攻 飯かい?J iそうですよ。さ，早く食べにいきましょ
撃性を3BMと同様に遊びの世界に昇華していると ζろ う。jこの夫婦はいつまでも仲よく暮らしましたとさ。
がこの反応、の特徴である。 検討:{I中睦まじく夕食の時を迎える夫婦の様子が表現さ
S+ CP-N) L れている。気遣う妻と応じる夫，そ ζには何らあつれき
① N036 の生じる余地もない。男女関係を肯定的に捉える能力は
学校へ行かない子供が心配になって部屋をのぞきにきた あるわけであるが，反対に肯定的な函ばかりを期待する
ととろ。お母さんは夕食をいっしょに食べようと誘いに ファンタジックな傾向性を表すとも考えられる。
きた。が，息子はいなかった。
検討夕食に誘いにくる母といない息子のテーマである。
N045は同じテーマをもうす乙し拡大して表現したも
のと恩われるので，あわせて考えてみる ζとにしよう。
② N045 
その母親は，自分のいなくなった息子を家じゅうさがし
まわっていた。とその時，ある部屋から物音がしたよう
な気がしたので.彼女はあわててその部屋のドアを聞け
た。しかし，そとにはいつもと変わらず机の上に花ぴん
とスタンドが置いてあるのみだった。「息子は家出をし
たんじゃなし、かしらJと不吉な予感を彼女は憶えた。
検討 :N036でも乙の反応でも，母について中心に描
写され，息子の不在あるいは家出をにおわせている。自
我形成という観点から捉えると，好意的な母親lζ対して
なんとか距離をとろうとする試みと考えられる。つまり，
von Frahz. M. t~)や河45ら指摘するように ， 好意
的な母の膝元iζ長く留まる ζとは，個性的な自我の動き
が呑込まれる危険をはらんでいる。自立的な自我の動き
が乙れらの反応IC::投影されていると考えられよう。
③ NO 50 
母親が家族のためにこ馳走を作りようやくでき上がった
ので，勉強をしている娘の部屋に呼びにきたと ζろ。そ
れから家族で食事が始まる。
検討 ・母親と娘との肯定的な関係が儲かれている。娘IC:
は自分の部屋があり，家族との距離をとりながらかっ肯
定的な関係を築いていると曹、われる。 AV群の中で唯一
対人関係の肯定的な側面だけを描いた反応である。
P D 群
( 6) 
S +CP-N) L 
①N09 
N D 群
子供にきびしい規範を押し付けて成人ぶった口をきいて
いるが，自分はたいして努力もせず，自分が精神的にみ
にくいととに気付かず，さらに人にそれを言われればむ
きになって怒る。画面の外fL子供がいて，遊んでいるの
を見つかってびくっとしている。
検討:子供の側から母親を痛烈HC:批判する反応である。
厳しい規範を押し付けながらも精神的K醜いという批判
の中に，新たな寧備枠の希求性が感じ取れる。 Jacobson.
Eお)は，青年期の課題の lっとして超自我の改変をあ
げているが，ζの点からすると， ζの人は親から与えら
れた既存の枠組みのおかしさに気付きつつあり過去の教
えを批判する一方で，まだ自分なりの行動原理を見いだ
していないのではないだろうか。
②NO 32 
お母さんが子供部屋へ来て，子供の勉強している様子を
見にきている。すると子供は寝ていたのであきれている。
ζのお母さんは怒ろうとしている。
検討.子供を見守るというよりも監視するというニュア
ンスの強い反応である。子供は勉強しているはずである
が，乙れは母の監視のもとでの乙とであり，子供は実際
には寝てしまっている。このことは，母の原理によって
行動し続ける乙とはできず，かといって自分なりの原理
で自立的に行動するζともできないとの人の様子を示し
ている。
③N053 
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広くて古い家のなかで息子と2人ぐらしの中年の女性が，
少し用事を頼もうとして息子を慢してドアを開けたとと
ろ。乙乙には息子はいなくて，次の部屋へその名を呼び
ながら歩いて行くと，大きな明るいガラス窓が聞いてい
て，庭の芝生で息子は大きな犬とじゃれあっているのが
自にはし、る。彼女が用事を頼むと，その子は犬と並んで
買物に行った。
検討・テー?としてはN0321L似ており，息子は母のt
原I唱にはまっている。母が用事を頼もうとし.息子はし、
ないが，実際には家の敷地内』ζ居り母IC見つかってしま
う。母のいる家の敷地内で遊んでいたり，忠誠を意味す
る犬とともに母の言いつけ通り買物にいくあたりは， N
03 2よりも一局自分の個性的な動きを母なるものに阻
まれている機子を示していると考えられる。
S+(P-N) H 
①N05 
C R 群
部屋の中にいる子供は読みかけた本IC::夢中で.夜中の12
時を回ってしまっている。その時，母親が戸から顔を出
し， iもう遅し、から」と声をかけていると乙ろ。しかし，
子供は読み続けている。
検討 :AVm.ND群では，母との聞に何らかの対立が
導入dれ，母の言いつけから逃れたりあるいは最後には
母の言いっけに従うといった筋の反応であった。乙乙で
本を読む乙とは，母からの要請の先取りとは考えられな
27) 
いだろうか。河合は，母性的な社会の特徴の lっとし
て織の倫理をあげているが.乙の反応では，対立原理な
くして場に即応する自我のあり方を示していると身えら
れる。
S+(P-N) L 
①N034 
お母さんがチ供部屋を聞けると，いるはずの子供はし、な
くて，窓が聞いていて，風でカーテンだけがなびいてい
た。そして，部屋の中K入って行き ，窓をしめ，何か手
がかりを俊そうとする。
検討:テー?としてはAV群の母の回避に近いが， ζの
反応では母が手がかりを鎚すのであり，あくまで子供を
自分の元1:置き続けようとする母親像が示されている。
何らかの葛藤があると思われるが， 2つの均衡した力の
対立というよりは，否定的な母親像を脆弱な自我が回避
するといったニ A アンスが強い。
4. 結果のまとめと考察
以上，被験者ζとに反応を検討した。乙乙ではまず，
(7) 
カードごとに各群の特徴を表にまとめて検討し，/i;:後』ζ
自我像と対象関係について推察される点をまとめてみる
乙とにする。
(1) 2カード
2カードについては表2のようにまとめた。まず，前i
哉の女性と背景とのかかわりという点から検討する乙と
にしよう。乙の点については，対立する原sI1の有無とい
28) 
う乙とが注目lζ値する点である。広瀬 では，同一性感
覚が他の2鮮に比べて低いAV群 ・ND群について，自
己生成の視点から，無意識側の視点が活性化し明艇な自
我像を維持し難くなっていると考えた。今回のTATの
結果からすると， AV群.ND群でlま前景と背景1/:何ら
かの対立原理を導入しているのに対して， PD群 ・CR
群では導入されていなし、。乙の乙とは次のように身えら
れるだろう。即ち，青年期における自我の再裕成という
課題の中で.対立原理を導入している者は，存在基豊富と
しての過去や家族あるいは嫌々な無意識的側面と自我と
の聞に何らかの相反する傾向を感じ，それがTATの前
景と11最との関係lζ投影されていると考えられる。自我
像をPositive優勢IC評価し背景も肯定的IC見ているA
V群のN05では，対立を示しかっ自立はうまく進みそ
うな反応内容であり，広瀬で上げた人絡型でいえば共存
型にあたるであろう。 AV群の8+(P-N)しの3例では，
いずれも背景への接近がみられる。乙れを新たな臼我獲
得のための退行と思えは， ζの群は移行型と考えられる。
また， ND群では 3例の内2例で背景との接触が断たれ
ており，後近しようとしてもできない様子が儲かれてい
る。人格型としては銭近型と考えておくが，そζでは自
我がその背景と遮断された感じが問題となっている。一
方， P Dlf. C R群では一一N034の反応は病理的な
臭いがするのでζ 乙では取り上げな~'-一前長の女性は
背景に溶けζんでしまっている。 ζのζとは自我確立に
伴うお藤が生じない乙とと読んでおζう。そう した意味
で， P D群N07は早期完了型， CR群N05は匿名の
自己型と考えられよう。
次tζ前i誌の女性と導入された人物像とのかかわりとい
う点から検討してみよう。乙乙では前長の女性から凡た
時lζ肯定的 ・中性的 ・否定的の3通りの人物像iζ分額し
た。まず，肯定的人物についてはAV群にしか生じてい
ない。反対に否定的人物は8+Nの高さ ，わけでも8+
(P-N)の低さと関係があるそうである。乙の点から，8←P
とS.;Nの両面が高い乙とが肯定的人物を導入する ζとの
前縫となり， 8 +NがS+P IC対して優勢となる乙とが
否定的人物の導入と関係していそうである。また， S+N 
のみが単独で高いN09・N053では人間関係から切
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表2 2カードのまとめ
群
場面1:導入された人物像
S+ (P-N) NJ 前景の女性
肯定的人物 中性的人物 否定的人物
女性の動き 対立する原理
H 15 ピアノの才能家計を支える 亡き父 農村から都会の 農村の家族と総会のある陽子 兄と母 音楽大学へ の音楽大学
A 
36 学校から帰っ 学校から不作の 学校のある世界と lてきた女性 農場へ 不作の農場 | 
V 
L 45 労働をした乙 生気のない女 立ち去りたいと いる場所を立ち
群
とのない女性 性 思いつつ停滞 りたい気持ち
50 女性 前進をもたら 方針の異なる 新しい村作りの 方針の異なる 2人|す男性 女性 兆し の女性
P ひと休みする
群D H 7 手ム のんびり散歩女性働く男性
9 活気のない女 百姓 満たされない生 理屈の世界と百姓
N 活 の世界
径jlζ出かけよう
知的生活と農業のD L 32 知的女性 夫 とがめる姑 とするが.農業 仕事を手伝う
群
53 (絵の l人物) 近代的なヒソレ
絵の円IJを通り 絵の中の世界と近
の若い人々 すき‘る人々 代的なビノレ
C H 5 家lζ帰る少女 e夫とその萎 ふと立ち止まる
R 
群 L 34 いじめられる女性
り離されており，逆に S+Nが低い PD群では背景1:溶
けζんでしまい生きた人間同士の接触が見られないこと
は注目κ値する。
く2カードから推測される仮説>
①S+Nは青年期的な対立原理の導入と関係する ζと。
②肯定的人物の導入はS+p のみでなく S+N との両
方が高いことで行われる乙と。
③否定的人物が導入されるζとはS+(ト N) の高さと
関係がある乙と。
④S+p がないととは人間関係の断絶を S+N がな
い乙とは人間との生きた接触の喪失をもたらすとと。
(2) 3 BMカード
38Mカードの結果は表3のようにまとめた。まず，
図中lζ描かれている女性の危機について見てみよう。 A
V群・ ND群では比較的深い危機が示されている。それ
に対して， PD群・ CR群では眠り・疲れとされて危機
29) 
感が全く示されていない。 Tomkins，S. S:は，こ う
した傾向について，葛藤が心の奥深く 1:抑圧された ζと
を示すとしているが，筆者は人間存在1:本来つきものの
悩みや痛みといった暗い側面を意識から締め出す傾向を
示していると考えている。そして，図中の人物1:対する
( 8 ) 
いじめてもい いじめの見返り
し、人 をつける
暗い側面の投影は，共感的なあり方と関係があると恩わ
れる。乙うした点からすれば，自我像のNegativeな側
面は，対人関係の中lζ人聞の弱さや暗さを認める乙とと
関係があると考えられる。また，特にAV群の2例では
かなり深い危機が示されている。 AV群は高いS+P と
S+Nの両方を兼ね備えているわけであり，人間の暗さ
を十分生き るためには白我像はNegativeな両面のみな
らずPositiveな側面からも支えられることが必要にな
ると考えられる。
次』ζ場面に導入された人物の面から検討してみよう。
場面iζ他の人物が導入されるかとうかは危機の深さとも
一致する傾向を示し， AV群・ ND群でのみ導入されて
いる。このことからすると，人間の危機的な暗い側面を
認められるが故に，そ乙に人間関係を導入できると考え
られる。 ζ乙でもやはり，対人関係を豊かに膨らませる
ものとしての自我像のNegativeな側面の役割りが感じ
とれる。また，乙 ζで肯定的な人物が導入されているの
はND群のみである。乙の肯定的人物は危機1:対する援
助者としての役割りを演ずる者であり ，支持する他者像
の存在という肯定的な意味と，逆iζ依存的な傾向という
否定的側面の両面を示していると考えられる。
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表3 38Mカードのまとめ
場面lζ導入された人物像
群 s + (ドN) NO 画面の女性の危機
肯定的人物 中性的人物 否定的人物
15 
足をくじく，火が回る 不倫の相手H 肉体的危機(かなり深い)
A 
気分が悪く倒れた
36 肉体的危機(やや深い)
V 
サラ金苦，心中 道連れの子L 45 精神的危機(かなり深い)
群
子供が語うこときかずノイル ゼ ロう ζとを
50 精神的危機(やや深い) きかない子
D P H 7 眠り危機なし群
9 頭で作った世界が崩れるN 肉体的危機(やや深い〉
貧血で倒れる 付き添いのD し 32 肉体的危機(やや深い) 先生
群 53 立ちくらみ 父親肉体的危機(やや深い)
H 5 眠りC 危機なし
R 
疲れ群 L 34 =危機なし
<38Mカードから推測される仮説> 定的な動きをする母親像に中性的な動きを示す子供を対
①自我像のNegativeな側面は，危機状況を深く捉え 応させている。 ζの乙とは，同一性達成のための具体的
る乙ととつながり ，共感性の高さと結び‘つくこと。 な動きを否定的な母なる者の力によって発僚できない様
②自我像のPositiveな側面がNcgativeな側面iζ加 子を示していると考えられよう。それに対して， AV群
わることlζよって，より深い危機を認める能力が得 では画中の人物の中に肯定的な動きを見，かつ否定的な
られる ζと。 動きを示す人物を対応させる傾向がある。乙乙に対人的
③自我像を縮少させたりPositiveな側面からのみ構 な対立関係を生じる可能性が感じられる。乙うした対人
成する乙とは，人間の暗い側面に対する否認と結び 関係を色づける特質を生じさせるものとして自我像の
つくとと。 Positive-Negativeの両立が関係しているようであ
(31 5カード る。一方， PD群 ・CR群では肯定的な人物を見ながら
5カードの結果は表4のようにまとめた。まず，設定 も否定的な人物の動きは一切導入されない乙とを特徴と
された人間関係をみると母子関係がほとんどを占めてい する。 ζのあたりも 2カードでの画面への溶けこみの傾
る中で2例だけが夫婦関係としている。 ζれはS+(P-N) 向と同じく，対立原理がなく物語の転回が貧弱である乙
の高さと一致していると思われる。また，広瀬で示したよ とと一致している。
うにS+(P-N)は同一性感覚と最も高い相関関係をもって <カードから推測される仮説>
いるととからすると，画中に儲かれた人物と対等な人間 ①自我像のPositiveな側面をもっ乙とで女性像の中
関係をこ乙で導入できる乙とは，青年期の同一性達成の に肯定的な特徴を見出せること。
結果であると仮定できる。次K画中の人物の動きについ ②AV群では人間関係の中の肯定 ・否定両面の対立を
てみると，概ね肯定的な動きはS+p が高い者に，否定 場入して物語lζ多機な色づけをするのに対して， P 
的な動きはND群にのみ見られる。乙乙lζ描かれた女性 D群・ CR群ではそれが見られないこと。
がふくよかな母親らしき人物であるととからすると， N ③自我像のPositiveな側面がない ζとは，女性像の
D群での母なるものK対する拒否感がとのカードに示さ 中lζ否定的な側面を認める ζとにつながる ζと。
れていると考えることができるよう。また， ND群は否 以上 3枚のカードそれぞれについてのまとめと仮説
( 9) 
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表4 5BMカードのまとめ
画中の女性の対人的動き 場面に導入された人物像の動き
君平 S+(P-N) NO 
肯定的 中性的 否定的 肯定的 中性的 否定的
H 15 夫への気遣い ピストノレ音とともに死亡する夫l
A 
36 子供を心配 学校へ行かない息子
V 
L 45 子供について 物音を確認 家出したかもし
群
の不吉な予感 れない息子
50 
般に食事を知 (家族て食事)らせる
P 夕食を知らせ 寝ていたが応
群D H 7 る ずる夫
N 9 子供IL厳しい規 遊んでいる範を押しつける 子供
D L 32 子供の様子 子供を日ヒかる 寝ている子を見にくる 供
群 53 息子Iζ用事を頼む
C H 5 子への気遣い
R 
群 L 34 子供の部屋iζ行く
的な考察を行なった。最後に自我像と対象関係について
導き出された仮説についてまとめてみる乙とにしよう。
まず，自我像のPositiveな側面は，概ね他者像の中
に肯定的な側面を見出すζとと関連しており，他者との
かかわりを促す作用をもつようである。と乙ろが， P 0 
群に見られるようにPositiveな側面のみでは他者との
間で何か緊急や対立が生ぜず，対象関係は生彩を欠いた
陳腐なものとなりやすい。一方， AV群では，他者の中
1:肯定 ・否定の両側面を見る傾向があり，物語も独創的
な展開を示すζとが多い。つまり，自我像のPositive
な側面ILNegativeな側面が加わる乙とによって.色あ
いの深い人間の肯定 ・否定両面を含んだ対人関係をもっ
可能性が生まれる ζとになると考えられる。
次iζ，自我像のNegativeな側面は，上iζ述べたよう
にPositiveと組み合わされた時には対人関係を強かに
するが，それのみではND群iζ見られるように.外界と
の接触が希薄になったりあるいは他者を否定的κ見て関
係から尻ごみする傾向を生じさせる乙とになると思われ
る。
以上のような仮説を基1:今後実証的な研究を行なって
いζうと恩うが，その際に留意・すべき点について記して
おく乙とにする。まず，今回はTATの3枚のカードの
みについて検討したが，カードの中にどのような人物が
(10) 
いいっけに
従う子供
本を読み続
ける子供
いない子供
摘かれているかによってその穣相は変化すると恩われ，
より多くのカードを施行する必要があろう。また，対象
関係については表に示したような指標について考察した
が.実証的研究のためには得点化の問題も含めてもうー
工夫する必要があろう。また，青年期心性を乙うした
研究iζ組み入れて考えるためには，自我同一性尺度を併
用する乙とが有用ではないかと思われる。
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Summary 
τbis study is preliminary to get some hypotheses on the relation between the two-sidedness of the ego image and 
the object-re1ations 
A t first the two-sidedn巴sof the ego-image is to be valuated according to Kuwabara's TSPS-I1. Then A V， PD， ND， 
and CR group ar巴tobe taken out， and TA T responses of which are to be examined. 
Based upon the results som巴theoreticalhypotheses are to be mainly concluded as follows 
(1) The positive s】deof the巴go-imageis related with the positive side of the others-image 
(2) AV group is apt to find both positive and negative side of the others，and stories of which are more original 
than other gIOUpS. 
(3) About the negative side of the ego-image， incase that it is combined with the positive side， it isto amplify 
interpersonal relations， but with only negative sides in others， it isapt to withdraw from interpersonal relations. 
????
